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財光寺小学校「よのなか教室」 平成２７年７月１日（水） 

  

 

第５学年国語科学習指導計画                          平成２７年７月１日 

                                       指導者 森﨑 陽介 

１ 単元名 書き手の意図を考えながら新聞を読もう「新聞記事を読み比べよう」 

 

２ 目標 

 ○ 新聞記事の書き手の意図を進んで読み取ろうとしている。           （関心・意欲・態度） 

○ 新聞記事を読み比べ、見出しの効果や工夫を読み取ることができる。          （読むこと） 

○ 新聞記事を読み比べ、表現の工夫に気付くことができる。（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 

 ○ 自分の役割にこだわりをもって仕事に取り組むことのかっこよさに気付くことができる。（キャリア教育） 

 

３ 指導計画（全６時間） 

 

４ 本時の目標 

 ○ 新聞記事の構成や書き手の意図との関係を理解することができる。（読むこと） 

 ○ 自分の役割にこだわりをもって仕事に取り組むことのかっこよさに気付くことができる。（キャリア教育） 

 

主な学習内容及び学習活動 時間 評価計画（・国語科 ☆キャリア教育） 外部人材活用の方法 

（事前学習） 

○ 教師や児童による興味のある新聞記事の紹介を行う。 

 

１ 学習の見通しを立てる。 

 ・ 最近関心のあった記事や

新聞についての知識を交流

する。 

・ 学習課題や学習の流れに

ついて確認する。 

１時間 ・ 新聞記事について関心を

もち、進んで書き手の意図

を読み取ろうとしている。 

（関心・意欲・態度） 

・ 新聞の特徴や役割につい

て考えを発表している。 

（関心・意欲・態度） 

 

２ 新聞記事の構成や写真の役

割について理解する。 

１時間 

（本時） 

・ 新聞記事の構成や写真の

役割などを読み取ってい

る。     （読むこと） 

☆ こだわりをもって仕事に

取り組むことのかっこよさ

に気付くことができる。 

（創る力） 

（グローカルグローバルと郷土愛） 

○ 新聞記事の構成について、

専門的な立場から解説してい

ただく。 

○ 仕事への思い 

・ 役割分担と責任、協力す

る大切さ 

・ 意図を伝える難しさやみ

んなに伝わる喜び 

３  二つの新聞記事を読み比

べ、共通点や相違点をとらえ

てノートに整理したり、写真

の効果を考えたりする。 

 

２時間 ・ 二つの記事を読み比べ、

写真や見出しに気をつけ

て、それぞれの記事の内容

やねらいの違いを読み取っ

ている。   （読むこと） 

・ 新聞記事を読み、記事の

中の表現の工夫について気

付いている。 （言語事項） 

 

４ 内容や写真に合った見出し

を書き、それぞれの良さや工

夫を考える。 

５ 学習を振り返る。 

２時間 ・ 新聞記事の内容を見出し、

写真との関係を読み取って

いる。    （読むこと） 

・ 新聞記事を読み比べてと

らえた書き手の意図が記事

の特徴に表れていることを

確かめている。（読むこと） 

 

講師 小谷 実さん【宮崎日日新聞社日向支局 支局長】 
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５ 学習指導過程 

段階 

(時間) 
学習内容及び学習活動 

指導上の留意点 

☆ キャリア教育 

評価【評価方法】 

・ 国語科 

☆ キャリア教育 

資料 

準備 
指導者 外部人材 

導 

入 

 

(８分） 

１ 学習に見通しをもつ。 

 ○ 前時の振り返りを行

い、今日の学習の流れに

ついて確認する。 

 

２ 本時のめあてをつかむ。 

 

 

 

 

○ 外部人材の

紹介をする 

○ 単元学習計

画をもとに前

時の内容と本

時の流れを確

認させる。 

 

 

 

○ 簡単に自己

紹介する。 

 単 元

学習 

計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

(27 分) 

３ 新聞記事の構成について

整理する。 

 

 

 

 

  

○ グループで話合う。 

○ 説明を聞き、ノートに

整理する。 

 

○ 児童に配付

する新聞記事

は構成ごとに

区切ることで、

それぞれにど

のような意味

があるか話合

わせる。 

○ 説明と教科

書をもとに構

成を箇条書き

で整理させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 準備した資

料をもとに構

成の説明をし

てもらう。 

・ 新聞記事の構成や

書き手の意図との関

係を理解することが

できる。 

 【ワークシート】      

新 聞

記事 

４ 新聞の記事の構成と書き

手の意図の関係について知

る。 

 ○ 資料をもと

に構成には書

き手の意図が

込められてい

ることを説明

してもらう。 

 

５ こだわりをもって仕事に

取り組むことのかっこよさ

を知る。 

 

 ☆ 読み手に伝

えたい意図を

伝える難しさ

や、みんなに

伝わる喜びな

どについて話

してもらう。 

  

 

 

 

 

 

 

終 

末 

 

(10 分) 

 

６ 本時の学習を振り返る。 

 

 

７ 次時の学習内容を確認す

る。 

 

 

○ 今日の学習

の感想を発表

させる。 

○ ２枚の新聞

記事を提示す

ることで次時

への意欲付け

を行う。 

○ 児童の感想

を聞いて感じ

たことを話し

てもらう。 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 自分の役割にこだ

わりをもって仕事に

取り組むことのかっ

こよさに気付くこと

ができる。 

（創る力・グローカルグ

ローバルと郷土愛） 

 【発言】 

【ワークシート】 

 

新聞記事の構成には

どんな特徴があるか

考えよう。 

・ 見出し 

・ リード 

・ 本文 

・ 写真・キャプション 
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６ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 参考資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
文
月
一
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〇 研究協議会 

１ 課題と改善策 

課題 改善策 
（１） 事前打ち合わせ 

 〇 いつとるのか。どれくらい必要か。 

〇 単元の中で外部講師を招くタイミング 

 〇 教師と外部人材の言葉の整合性   

・ 見出し～外部人材「記事の入口」 

教師「記事の中心」 

 

 

 

・ 外部人材との打ち合わせの中で使う言葉の確認をしておく。 

（２）授業 

① 授業の組み立て 

〇 めあてが児童には難しかった。 

 

 

〇 時間配分 

   ・ 児童のレベルにどれくらい寄り添うか。 

   ・ 「見出し」「リード」「本文」「写真・キャプション」の４

つの観点に一度に迫るのは難しい 

  

② 児童に配付する資料 

  〇 ４～６人に作業シート１枚は見にくかった。 

〇 短時間であれだけのことを読み取るのは難しい。 

③ 社会観・職業観への気付き 

  〇 外部人材を呼ぶ強み   

〇 外部人材の思いを発信する場面が弱かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 めあての工夫 

 ・ 「構成を考えよう」より「構成のひみつを見つけよう」の

ほうがいいのでは 

 ・ キャリア教育の視点を含んだ目標の立て方 

〇 話のポイントを短冊等であらかじめ用意しておいて示す。 

〇 「リード」と「本文」に焦点をあて、違いを考えさせる。 

 

 

 

☆ 資料を効果的に使ったり、キャリア教育からの気付きを促し

たりするために 

〇 単元全体のどこで外部人材を活用するか。 

  ・ 指導計画の５・６時に呼び、児童の考えた見出しとプロ

の考えた見出しの比較を行う。 

〇 教科の目標を達成しつつ、外部人材の思いも語ってもらう

ためには１単位時間の授業をどのように展開すればよいか。 

・ キャリア：教科＝２：８程度でいいのでは。 

・ 「生の声を大切に」 

教科書の内容は前時にふれておいて、本時に外部人材

の方に説明・補足してもらうと効果的ではないか。 

・ 外部人材の登場場面は、本時なら見出しを考える活動場

面で、児童の考えた見出しを評価してもらうのもよいので

は。 

・ 外部人材の一番伝えたいところ、担任が伝えてほしいと

ころをもう少し焦点化するといいのでは。 

〇 かっこよさ 

 ・ 「この記事を書いたのはわたしです。」で気付くのでは。 

（３） その他 

① 話合いの進め方 

  〇 自分の考えをもつ時間がなかった。 

② ワークシートと板書の関係・活用 

 

 

 

③ ICT 機器の活用 

 

〇 「個」から「グループ」の話合いの流れ 

 

〇 資料は時間確保のために、事前に提示しておいてもいいので

は？ 

〇 資料の精選 

〇 児童の考えも板書に残す。 

〇 拡大用紙で見にくいもの（写真等）を映し出してもよい。 

 

２ 授業者の気付きや学び 

 

 

 

 

教科のねらいを達成するための授業を軸として、どのようにキャリア教育のねらいを取り入れていくか

がとても難しかった。しかし、小谷さんに専門的な立場から話をしていただき、また、専門性ならではこ

だわりや苦労、喜びを児童は生の声で聞くことができ、両方のねらいに迫ることができた。次の日の児童

は学級にある新聞を手に取り、見出しやリードを読んでいる児童が多く見られた。この姿から改めて授業

の達成感を感じることができた。 

児童はこの学習を通して、新聞に興味をもち、小谷さんに質問したいことがたくさん出てきているよう

だ。事後指導での活用も検討していきたい。 


